
畑地かんがいの効果 と実証 ( レ タス
・えだまめ ・スイ

ー トコ ーン)

農試県北分場

ユ. 背 景 とね らい

県北部地帝では、 対R 地の新規造成及び基盤整備 が進 み
一部の地域で は、 昭和 6 4 年 度

か ら畑地かんが い栽培が実施 される予定 で ある。 昭和 5 5 年 度 よ り畑 地かんがいの試験

を実施 し、 個 々の作物 に対 す るかん水方法 について研究成果を参考に供 して きた。

ここでは、 当該地域の土 地利用型作 目で輪作可白ヒな作 目について、 畑地かんが い条件

下 における実証栽培を行 ったので、 その成果 を指導上 の参考にす る。

2 . 技 術内容

( 1 ) 昭 和 6 0 ～ 6 2 年 の 「作 目組合せ と畑地 かんがい効果 の実証」試験の結果、 畑地 か

んがいによって、 レタスで 2 0 ～ 4 0 % 、 えだ まめで 2 0 ～ 5 0 % 、 ス イ
ー トコーン

で 5 ～ 5 0 % の 増収効果 7 J r 得られた。 この場合 のかん水基準 は次表 のと りであ る。

あ
かん水苺t L (わ んヽ水始点 ) かん水 量

ほ鞭 ・定ld朋 その他の朋1距'

レタス

えだまめ

スイー ト

コーン

1置ほ及び定植後

3日 間断

5 mm/回

0～ 4回 かん水

p F  2 .  3 で管理

ただ し、 収 f 貫面前 わヽ ら無 かん水

p F  2 . 3 で 管 理. た だ し、 肘】花朋

n Ⅲ後 p F  2 . 2 で 管理

出偲価 P F  2 . 7 で 管理 出憾後  p F

2 .  4 で 管理  室 熟後半 は無かん水

かん水量はE H 場

容水嵐 くp F l . 8 )

まで下げる抵と

する。

( 2 ) 作 物別 かん水効果

ア.レ タス   : 定 植後 のかん水は活着 良化に よる欠林 防止に、 ま た生育中期 のかん

水 は結球肥大による品質向上 に効果が大 きい。

イ.え だまめ  : 播 種時のかん水 は出芽 を促進 す るほか、 生育中期 のかん水 は有効 さ

や ( 2 ～ 3 粒 ) の 増加 をもた らす。

ウ.ス イー ト  : 掘 種時のかん水はえだ まめ同様出芽 を促進 し、 生育中期のか ん水 は

ヨ ーン   雌 穏重 の増加をもた らし、 L級 率が高 ま り品質 も向上 す る。

( 3 ) 県 北分場におけるレタス ・えだまめ ・スイー トコーンの生百時期別かん水回数 とか

ん水量 は次表 の とお りで ある (昭和 5 7 ～ 6 2 年 ) 。

項 目

作 目名

がん水時lu かん水回数 とかん水量 全生百J 」l 問の かん水

回数 とかん水童

レタス 定旭直後 1 0 日 | 」j

生百期

結球

2  回  5 ～ 1  2 n m

l ～ 3 回  6 ～ 1  3  m m

O  回   ―

全用j問   4回

2 5mm

え だ まめ !君鞭何手 (5月 )

生 百初期 ( 6 月 )

生百中期 く7 月 )

研j 花始用! ( 8 月 )

1 ヽ 2 団    1  3 m n

2i3回     1 2mm

l 回      7 mm

l ～ 2 回    3  m m

全朋 門1    7 回

3  5 Πn

金抑i ! ‖j    じ 回

スイー ト

コーン

1活lIイ資

生市中期

収は前

1 回     1 0 mm

3 回    3 0mm

2～ 3回    1 5mm

全 " ! 1 出   G 回

5 5mm
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( 4 )ス プ リンクラーの設置 と撤去作業 に要 した時間は次表の とお りで ある。

作業内容 組 作業人員 10a当 り作 業時間

設置作業 ( 運搬 ・配管 ・設置 )

撤去作業 ( 撤去 ・洗浄 ・収納 )

人

人

２

２

5 0 ～  6 0 分

9 0 ～ 1 0 0 分

( 5 )適 応地帯 県北地帯全域 (臓植質火山灰土 )

3 . 指 導上の留意事項

( 1 ) 技 術内容 (、1 ) の 増収率 は 3カ 年の実証試験 か らの結果であ り、 気象条件 ・栽培条

件 により変動す るので、 昭和 5 7 年 ・5 9 年 の参考事項 の技術 で指導す る。

( 2 ) ス プ リンクラーの運転 にあたっては所定散水強度 ・通正水圧 を厳守 し、 均一 なかん

水 に努め る。

( 3 ) 一 度に長時間のかん水 は土壌の表面流去水が多 くな ることか ら、
一回 当 りのかん水

時間を調節す る。 特 に傾斜畑 で注意する。

( 4 ) か ん水の時刻 は日中を避け、 早朝か午後 3時 以降 とし地温上 昇 を妨げないようにす

る。

4.試 験成績の概要
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